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いるかを明らかにする。被験者は，大学生・短大生 200 名(男性 106 名，女性 94 名，平均年齢 19.49
歳)であった。 
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 恋愛状況 恋愛経験の有無 これまでに異性とつきあったことがあるかを質問した。「ある，
ない」から 1 つを選択させた。 別れ経験の有無 これまでに恋人との別れを経験したことが
あるかを質問した。「ある，ない」から選択し，「ある」場合には，その回数を回答してもらっ
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気ではない」，「どちらともいえない」，「浮気である」の 3つの選択肢の中から選択させた。浮
気と判断される行動基準は，増田(1994)を参考に，儀礼的なものから順に配列した。浮気の判
断基準項目の詳細を Table 1 に示す。 
 浮気 浮気に対する態度 独自に作成した浮気に関する 20 項目に対して，「まったくそう思
わない」～「非常にそう思う」の 5段階で評定させた。これらの回答の際には，「浮気」に関し
て特に説明は加えず，被調査者が考える浮気について回答を求めた。 浮気意志 浮気関心 浮






Table 1 浮気行動の判断基準項目 
1. 異性に挨拶をした。  
2. 異性と立ち話をしていた。  
3. 異性と日常生活の情報交換をしていた。  
4. 彼(女)が相手に声をかけた。  
5. 2人が集団の中で一緒に歩いていた。  
6. 異性と 2人きりで歩いていた。  
7. 異性の隣に座っていた。  
8. 彼(女)が悩みごとの相談にのっていた。  
9. 誕生日のプレゼントを贈っていた。  
10. 用もないのに電話をしていた。  
11. 2人だけで映画を見に行った。  
12. 2人だけで食事に行った。  
13. 2人だけで日帰り旅行に出かけていた。  
14. 2人だけで 1泊旅行に出かけていた。  
15. 相手の肩や髪に触れた。  
16. 手をつないでいた。  
17. 抱き合っていた。  
18. キスをしていた。  
19. 性的関係をもっていた。  
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3．結 果 
3.1．現代青年の恋愛状況 
 恋愛経験 これまでに異性とつきあったことがある大学生は，全体の全体の 68.5％であった。
200名中137名(男性63名，女性74名)であった。男女別にみると，恋愛経験のある男性は59.4％，
女性は 78.7％であった。 
 別れ経験 これまでに恋人と別れたことがある大学生は，全体の 63.0％であった。200 名中
126 名(男性 56 名，女性 70 名)であった。男女別にみると，別れた経験のある男性は 52.8％，
女性は 78.7％であった。別れたことがある人の別れた回数の範囲は，1～16 回であった。最頻
値は 1回であった。 
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Figure 1. 浮気行動の判断基準　前半
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3.3．浮気に対する態度 
3.3.1．浮気に対する態度に関する因子分析 
 浮気に関する 20 項目の評定値に対して因子分析を行なった(Table 2)。固有値 1 を基準とす








した（1～5 点，得点が高いほど，浮気への憧れが強いことを示す）。第 3 因子は“浮気から生
じる真実の愛もある。”，“恋愛も浮気も本質は同じである。”など浮気を積極的に認める態度項
目に負荷が高かったため，「浮気の積極的容認」因子とした。これら「浮気の積極的容認」に関
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 項 目 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 共通性 
     
 浮気への否定的態度    
1. 浮気は，恋人に対する裏切り行為である。 .626 -.219 .000 .041 .442 
8. 浮気は淫らな行為である。 .614 .021 .036 -.202 .420 
6. 浮気は道徳に反している。 .592 -.094 -.132 -.167 .405 
17. 浮気には罪悪感がともなう。 .534 -.092 .005 .198 .333 
13. 浮気をする人は，人間として最低である。 .524 .052 -.164 -.254 .369 
 浮気への憧れ    
5. 浮気に憧れる。 -.134 .733 .055 .185 .593 
4. 自分の好みの人から誘われたら，浮気をしてしまう。 -.212 .623 .052 .615 .814 
20. 浮気は，社会的ステータス(地位)を高める。 -.395 .458 .236 .070 .427 
16. 浮気は，性的快楽である。 -.031 .400 .283 .042 .243 
 浮気の積極的容認    
12. 浮気から生じる真実の愛もある。 -.236 .253 .601 .004 .481 
18. 浮気であっても，好きならば仕方ない。 -.251 .193 .555 .318 .509 
15. 恋愛も浮気も本質は同じである。 -.236 .190 .544 .159 .413 
10. 浮気は心の迷いから生じる。 .280 .094 .441 .041 .283 
7. 浮気をするのは，恋人に問題がある。 -.022 -.023 .438 .057 .196 
11. 一度くらいの浮気は許される。 -.465 .361 .418 .069 .526 
 浮気の消極的容認    
19. 何度も言い寄られたら，浮気をしてしまいそうだ。 -.234 .395 .171 .611 .614 
2. 浮気は，本能的な行為である。 -.252 .146 .285 .513 .430 
3. 浮気をする人は勇気がある。 .045 .031 .046 .452 .210 
 残余項目    
9. 浮気はばれなければかまわない。 -.577 .311 .263 .182 .533 
14. 浮気のドキドキが浮気を生じさせる。 .024 .360 .349 .104 .263 
 N =200    
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 浮気への否定的な態度 浮気へ否定的な態度得点に対して，性別による t検定を行った結果，
有意差はみられなかった(t(198)=1.59, n.s.)。性差はみられなかった。 
 浮気への憧れ 浮気への憧れ得点に対して，性別による t 検定を行った結果，有意差がみら
れた(t(198)=2.20, p <.05 )。女性(M =2.07)よりも男性(M =2.33)のほうが浮気への憧れ得点
が高かった。 
 浮気の積極的容認 浮気の積極的容認得点に対して，性別による t 検定を行った結果，有意
差はみられなかった(t(198)=－1.56, n.s.)。性差はみられなかった。 








Table 3 浮気に対する態度の性差 
被調査者の性別  
 
 浮気態度 男性  女性 
3.86  3.71 
 否定的態度 
(0.66)  (0.67) 
2.33 ＞ 2.07 
 浮気への憧れ 
(0.93)  (0.73) 
2.88  3.05 
 積極的容認 
(0.77)  (0.76) 
2.99  2.93 
 消極的容認 
(1.06)  (0.91) 
  評定値は，1～5点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 不等号は有意な差を示す。 
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 浮気への関心・興味 浮気への関心・興味得点に対して，性別による t 検定を行った。その
結果，有意差がみられた(t(198)=2.16, p <.05 )。女性(M =1.80)よりも男性(M =2.18)のほう
が浮気への関心・興味得点が高かった。しかしながら，その得点自体は，男女ともに非常に低
いものであった。 
 浮気願望 浮気願望得点に対して，性別による t 検定を行った。その結果，有意差がみられ
た(t(198)=2.18, p <.05 )。女性(M =1.62)よりも男性(M =1.98)のほうが浮気願望得点が高か
った。しかしながら，その得点自体は，男女ともに非常に低いものであった。 
 浮気機会 浮気浮会得点に対して，性別による t 検定を行った。その結果，有意傾向がみら








Table 4 浮気意志における性差 
被調査者の性別  
 
 浮気意志 男性  女性 
2.18 ＞ 1.80 
 関心・興味 
(1.34)  (1.14) 
1.98 ＞ 1.62 
 浮気願望 
(1.31)  (1.01) 
2.00  1.68 
 浮気浮会 
(1.35)  (1.13) 
  評定値は，1～5点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 不等号は有意な差を示す。 
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3.4.2．恋愛経験，性経験による浮気意志の違い 
恋愛経験による浮気意志の差異  
 これまでの恋愛経験により，浮気意志が異なるかを検討した(Table 5 参照)。各浮気意志得
点に対して恋愛経験のあり，なしによるｔ検定を行った。 
 浮気への関心・興味 浮気への関心・興味得点に対して，恋愛経験の有無による t 検定を行
った。その結果，有意差はみられなかった(t(198)=0.12, n.s.)。恋愛経験の有無により，浮
気への関心・興味は異ならなかった。その得点自体が，非常に低かった。 
 浮気願望 浮気願望得点に対して，恋愛経験の有無による t 検定を行った。その結果，有意
差はみられなかった(t(198)=0.13, n.s.)。恋愛経験の有無により，浮気願望は異ならなかっ
た。その得点自体が，非常に低かった。 




 これまでの性経験により，浮気意志が異なるかを検討した(Table 6 参照)。各浮気意志得点
に対して性経験のあり，なしによるｔ検定を行った。 
 浮気への関心・興味 浮気への関心・興味得点に対して，性経験の有無による t 検定を行っ
た。その結果，有意差はみられなかった(t(198)=0.90, n.s.)。性経験の有無により，浮気へ
の関心・興味は異ならなかった。その得点自体が，非常に低かった。 
 浮気願望 浮気願望得点に対して，性経験の有無による t 検定を行った。その結果，有意差
はみられなかった(t(198)=1.35, n.s.)。性経験の有無により，浮気願望は異ならなかった。
その得点自体が，非常に低かった。 
 浮気機会 浮気浮会得点に対して，性経験の有無による t 検定を行った。その結果，有意傾
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Table 5 恋愛経験による浮気意志の差異 
過去の恋愛経験  
 
 浮気意志 あり  なし 
2.01  1.98 
 関心・興味 
(1.30)  (1.17) 
1.82  1.79 
 浮気願望 
(1.21)  (1.15) 
1.90  1.75 
 浮気浮会 
(1.32)  (1.20) 
  評定値は，1～5点の得点を取りうる。( )内は標準偏差を示す。 
 
Table 6 性経験による浮気意志の差異 
性経験  
 
 浮気意志 あり  なし 
2.09  1.93 
 関心・興味 
(1.37)  (1.16) 
1.93  1.71 
 浮気願望 
(1.33)  (1.05) 
2.03  1.70 
 浮気浮会 
(1.43)  (1.13) 
  評定値は，1～5点の得点を取りうる。( )内は標準偏差を示す。 
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った。大学 1 年生から 4年生までの性経験率を調べた日本性教育協会(2001)によると，1999年
の大学生の性経験率は，男性 62.5％，女性 50．5％であった。この結果と本研究の結果を比較
すると，男性の性経験率は低かった。本研究の被調査者の 60％が 1 年生であったことから考え
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